
 

 

新鍛冶川排水区大規模雨水処理施設整備事業計画（富山市） 

 

（様式１） 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 
選定理由  

新鍛冶川排水区は，昭和４０年代から都市下水路事業にて雨水整備を行ってきたとこ

ろではあるが、都市化の進展により、雨水流出量が増加し、平成１６年には集中豪雨に

より、床上浸水戸数１７戸、延べ浸水戸数４５戸の浸水被害が発生したことから、早急

な浸水対策が急務である。 
 

整備目標 ① 本計画における対象降雨 
・本計画におけるハード・ソフト含めた対象降雨：75mm/hr 
・目標とする理由：昭和４５年８月に記録した既往最大降雨  

  ・ハード整備による整備水準の目標：49mm／h (1/5確率降雨) 
②目標設定 
ⅰ)生命の保護の観点  ：当該排水区の家屋の床上浸水を防止する。 
ⅱ)都市機能の確保の観点：交通の支障となるような冠水を防止する。 
ⅲ)個人財産の保護の観点：当該排水区の家屋の床上浸水を防止する。 
ⅳ)その他       ：特になし 

③ハード対策，ソフト対策及び自助の役割分担について 
ⅰ)ハード対策 

施設整備により 49mm/h（1/5 確率）の降雨において浸水被害を防止することを

目的とする。 
ⅱ)ソフト対策及び自助 

施設整備で対象とする降雨量を上回る既往最大降雨 75mm/h の降雨において、

下水道管理者による内水ハザードマップの作成や雨水幹線の水位情報の提供、地

域住民による止水板設置など，それぞれの主体が対策を実施することにより，被

害をできるだけ軽減する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



項  目 内 容 ・ 施 策 等 
内水ハザ

ードマッ

プ策定状

況 

・ 有  (平成  年 月 日策定済み) 
・ 策定予定 (令和７年３月末策定予定) 
 
 

主な 
事業 
内容 
 
 

公

助 
ハード

対策 
下水道管理者 ・雨水貯留施設の整備 貯留能力１，２００m3 

 
下水道管理者 
以外 

・グランド貯留の整備（建設部河川整備課）貯留量９０

０m3 

 
ソフト

対策 
下水道管理者 ・内水ハザードマップの作成 

・水位観測情報の提供 
 

下水道管理者 
以外 

・自主防災組織への活動支援（建設部防災対策課） 

自

助 
ハード

対策 
 ・止水板の設置２１箇所 

 

ソフト

対策 
 ・自主訓練（自主防災組織１０組織） 

 

備考）事業内容については主な施策について具体的な実施数量を記述 
また，下水道管理者以外が行う施策については，道路管理者など実施主体，制度要綱等を具体的に記述 
 
＊下水道浸水被害軽減総合事業の要件に該当し、当該事業による制度拡充分にあたる施設の整備を実

施する場合には、該当する施設をすべて記載すること（別紙可、下水道浸水被害軽減総合事業の様式
を参照）。なお、下水道浸水被害軽減総合計画を策定済みの場合は、その施設調書を添付すること。 

＊下水道総合地震対策事業の要件に該当し、当該事業による制度拡充分にあたる施設の整備を実施す
る場合には、該当する施設整備を総合地震対策計画に位置づけること。 

＊下水道施設の改築（浸水に対する安全度の向上を伴わないもの）を実施する場合には、当該施設の改
築を下水道ストックマネジメント計画に位置づけること。（総合地震対策計画に位置づけられている
場合を除く） 

 
年度計画（百万円） 

名称 令和4年度 令和5年度 令和6年度 計 

雨水貯留施設 585 210 45 840 

     

計 585 210 45 840 

備考）事業内容に位置づけた施設について年割額（事業費）を記述。 
整備済のものは含めない。 



 
項  目 内 容 ・ 施 策 等 
整備効果  

＜事業評価の内容＞ 
浸水被害の軽減便益：５，９１７．５百万円が削減される。 
Ｂ／Ｃ：１.６５ 

経済的内部収益率：８．２％ 
 

放流先河

川との調

整状況 
 

最終的な放流先である、準用河川新鍛冶川への流出量を既存の流下能力である１９．３

ｍ３／ｓ以下とするため、流出抑制施設の整備を行い，流域での浸水被害の軽減を図る。 
 
 

その他  
 
 

 
 
 



（参考図面） 
 
1. 使用図面 

    5,000～10,000 分の 1 程度で計画内容がわかるようにする。 
 
 

2. 図面記載内容 ＊あくまで記載方法の一例である。 
記載内容 色別 適用 

貯留施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 集水区域 
 
浸透施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 整備区域 
 
ポンプ施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 
雨水又は合流管渠 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 
 
計画対象区域界 
 
① 駅 
② 災害対策基本法に基づく地域防災計

画に位置付けられた施設(緊急輸送
道路，防災拠点等) 

③ 国の防災関係機関や県庁，市役所等の
施設 

④ 高齢者・障害者等要配慮者関連施設 
⑤ 床上浸水被害の未解消地区 
⑥ 下水道管理者以外の主体との連携に

より行われている整備 
⑦ 防水ゲート，止水板又は逆流防止施設 
⑧ 各戸貯留浸透施設 

 
 

 
黒 
赤 
青 
 
 

黒 
赤 
青 
 
 

黒 
赤 
 
 

茶 
橙 
 
 

桃 
 

緑 
 
 
 
 
 
 

水色 
黄色 

 
貯留施設を 2～3mm の実践で書く。 
施設名を記入。 
集水区域を 5mm 幅程度で囲む。施工済の場
合は黒で全体を薄く塗りつぶす。 
 
対象区域を 5mm 幅程度で囲む。 
施設名を記入。 
対象区域を 5mm 幅程度で囲む。 
 
 
直径 5mm の円にＰで表現。 
色で塗りつぶす。 
 
 
昭和 46 年 10 月 9 日付建設省告示第 1705 号
の別表に定める基準に適合する管渠を 1mm
の実線で書く。 
管渠名を記入。 
 
2mm の実線。 
 
色で塗りつぶす。 
施設名を記入。 
 
 
 
 
 
水色で全体を薄く塗りつぶす。 
黄色で全体を薄く塗りつぶし，事業主体と事
業名を記載。 

 
  

 



北代第3排水分区

北代第2排水分区 北代第1排水分区

長岡新第2排水分区

呉羽川
西排水分区

呉羽排水分区

新鍛冶川排水区

富山市建設部
グラウンド貯留の整備(900㎥)

呉羽苑貯留池
(1200㎥)

富山市上下水道局
止水版の設置(21箇所)

呉羽駅 呉羽貯留池(11900㎥)

新鍛冶川雨水幹線

呉羽第2雨水幹線

呉羽第1雨水幹線

呉羽第1雨水幹線

呉羽第1バイパス雨水幹線

呉羽小学校

富山市立呉羽中学校

呉羽高等学校

富山市民芸術創造センター

呉羽保育所

長岡保育所

どんぐり山共同保育園

まどか幼稚園

どんぐり山学童クラブ

きららの森

長岡小学校

あすなろ教室

呉羽ミニ児童館

デイサービス
このゆびとーまれ茶屋

グループホーム家路

ニチイケアセンター呉羽

ワークハウス連帯

グループホームこのみハイム

グループホームなごみハイム

梨の木苑・たち山寮

FUN FARMのづみ野

あさひホーム

うちくる富山北代

そう呉羽

呉羽地区センター

東山保育園

FORYOU Kidsメイト

ふたば子ども会

西部中学校

五福小学校

吉田内科クリニック
デイサービスセンター「あゆみ」

キッズルーム ライチ

あさひホーム 吉作

医療法人社団
和敬会 谷野呉山病院

県道富山高岡線

桜谷保育園

桜谷小学校

ニチイケアセンター 安養坊

梨の木苑・渋渓寮

あかりハウス

富山市恵光学園 桜谷の里

さくらグランコートとやま北

呉羽山老人福祉センター

新鍛冶川排水区 浸水対策参考図
S=1:10000

凡 例

施工済

名 称

計画期間内施工予定

貯留施設

記 号

計画期間内施工予定

雨水管渠

計画対象区域界

駅

緊急輸送道路、防災拠点

施工済

市役所等の施設

下水道管理者以外の主体との連携により行われている整備

止水版

要配慮者関連施設

呉羽第1増補雨水幹線


